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1令和５年度第２回定例会 

日 時： 令和 5 年７月２１日（金）午後 2 時 30 分から午後 4 時 00 分 

場 所： 中央図書館活動室２・３ 

出席者： （図書館協議会委員）委員 6 名 

（事務局）図書館長、中央図書館整備担当課長、 

企画運営担当主査、総務担当主査 

 

会長 本日は委員 1 名が欠席である。多摩市図書館協議会規則第 4

条により令和 5 年度多摩市図書館協議会第２回定例会を開催す

る。 

事務局から配布資料の確認をする。 

事務局 配布資料確認。 

会長 議題１ 令和４年度図書館事業評価について、事務局から説

明をお願いする。 

図書館長 資料 2-1 令和 4 年度多摩市立図書館事業評価（自己評価）で

ある。本日は、5 項目の評価項目のうち、2 項目を協議いただく。

当初の計画では、すべての項目を説明し、2 項目の協議となっ

ていたが、本日協議いただく、2 項目の説明とする。前回の協

議会でお配りした令和 4 年度多摩市立図書館事業計画実施報告

に細かい数値なども入っているので合わせて見ていただきた

い。一つ目の評価項目「より利用しやすくするための配慮」で

①から④の取り組みがある。実施結果については、①親子で利

用しやすいこども図書室、児童コーナーとなるよう取り組むに

ついては各館がそれぞれの設備の中で書架の表示を変更した

り、分類の説明などをわかりやすく掲示したりして、子どもた

ちに本が探しやすいようにした。中でも永山図書館では子育て

情報コーナーについては大きくリニューアルし、棚を増やし、

選書する本の対象も妊婦から子どもが小学生くらいまでの保護

者だったが子どもが 18 歳くらいまでの保護者というように広

げ、幅広い保護者の方に本をみていただけるようにした。②図

書館サービスや事業計画に意見を反映できるよう利用者アンケ

ート方法を調査、検討するは、次の計画策定のための利用者ア

ンケートの方法等は検討できなかった。図書館で実施している

イベント等で満足度や改善点を知るためのアンケートは実施し

その内容をまとめている。③図書館利用者だけでなく、図書館
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を利用していない市民にも参加してもらえる講座等を実施し、

図書館の認知度を上げるは、高齢者向けやティーンズ対象、子

ども対象のイベント等を実施した。多摩センター地区活性化イ

ベントに参加し、ハロウィンのイベントに合わせて実施したが、

非常に多くの来館者があり、中央図書館の開館についてもお知

らせができた。大きなイベントにタイムリーに参加するという

ことが重要であると考えている。④障がい者サービスの充実は

令和 3 年度から準備をしていたが、障がい者サービス実施要綱

改正を行い、障がい者サービスに登録できる方の範囲を広げた。

テキストデイジー図書の作成・貸出を開始した。また、障がい

者サービスの窓口は永山図書館が中心であったが、基本的な最

初の受付が全館でできるように職員向けの研修を実施し、全館

での受付ができるようにした。それに対する図書館の自己評価

は 4 ページである。各館の棚、書架表示等の工夫をしていく中

で、図書館訪問などでも非常に本が見やすくなったという声は

いただいているが数値には表せないが利用につなげることがで

きた。2 点目としては、計画の策定に向けての利用者アンケー

トの方法の調査、検討についてであるが中央図書館の開館準備

と並行して計画的に検討すべきであったというところがしっか

りとできなかった。イベントに関しては、幅広く図書館を利用

してもらうというところで進めてきたが、ハロウィンのイベン

トに参加し、非常に多く周知ができたと評価している。障がい

者サービスについては、先ほど申し上げたように必要なかたへ

のサービスを広げていくというところで今まで登録のなかった

発達障害の方の登録につながったのでさらに広げていきたい。 

図書館長 基本目標（２）子どもへのサービスの充実の取り組み４の評

価項目について、説明する。評価項目は、「第三次子どもの読

書活動推進計画の推進」である。毎年度評価いただいているが、

子どもの読書の計画があるので、それをしっかりと進めていく

ということである。令和 4 年度に関しては、5 ページにある①

から⑨までを取り組んできた。特に②ブックリストの作成、改

訂はこれまで計画的に実施しており、5 年生の改訂を行うこと

ができた。学校に配付し、ブックリストに掲載の本も購入し、

読んでいただける体制をとった。③外国語資料、多文化に対応

した資料の充実、提供を進めるは、電子書籍の購入をしている。

④幼稚園、保育園の園児を対象とする市立図書館のＰＲをする

とともに保育園、幼稚園のセット貸出の実施に向けてアンケー
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トを実施し、ニーズを把握するについては、計画的に実施し、

準備を進めた。希望に合わせて、30 冊程度の本をこれから貸し

出す。⑤児童館、学童クラブとの連携を進めるは、新規の事業

として実施した。アンケートの結果としては好評であった。⑥

中学生にむけての市立図書館のＰＲということで広報誌の発行

をし、中学校と高校生向けということで学校を経由して配付を

した。⑦支援の必要な子どもたちへの新たな取り組みのために

関係課、機関との連携を進めるについては、発達支援室との意

見交換とひまわり教室の保護者会で図書館の使い方やさまざま

な障がい者の方向けの資料などもＰＲでき、直接、保護者の方

にアプローチすることができた。⑧各館でおはなし会やイベン

トを行い、図書館に来館するきっかけ作りを行うについては、

表にお示ししたとおりである。⑨教職員向けに図書館の利用案

内を配布については、第三次計画のアクションプランというの

があり、それを計画的に進めていくことができていると評価し

ている。また、ブックリストも計画的に改訂ができた。電子図

書館については、電子書籍の英語の多読の本を購入した。幼稚

園と保育園のセット貸出を行うことについても計画的に実施が

できた。出張おはなし会については、アンケート結果では好評

で、今後も継続して実施していく。「多摩市立図書館ニュース」

を新たに発行した。市内では、都立の特別支援学校と永山高校

に配付し、利用者登録の用紙も併せて配布し、結果として、永

山高校の学校図書館司書の方から 5 枚登録してほしいと連絡を

いただいた。利用者カードの登録につながり、ＰＲができた。

そのほかには各館でおはなし会やイベントを実施した。 

会長  今回は基本目標（１）と（２）を協議する。（１）と（２）

は項目数が多い。（３）と（４）と（５）はページ数は多いが

項目は少ない。評価をしていく中で、ここはよかったとか工夫

してほしかったとか評価につながる発言をいただければと思

う。今回は事業の実施報告と図書館の自己評価の二つがあるの

でそれについてご意見等をいただきたい。まず、取り組み１に

ついていかがか。 

会長  【取り組み 1】より利用しやすくするための配慮 

「第二次読書活動推進計画（仮）」の策定準備はどうしてできな

かったのか。 

 

図書館長 開館に向けての準備のため、できなかった。当初の予定では令
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和 4 年度の秋以降でアンケート調査したかった。計画性がなか

った。 

 

会長 永山図書館の子育て情報コーナーのリニューアルはよくできて

いる。 

図書館長 子育ての輪っかというスペースを設けた。結果として、ブック

リストを作成し、選書の対象も拡大し、成果を得られた。電子

書籍でも特集のコーナーを組んで照会した。 

想定よりうまくいった。 

委員 永山図書館のリニューアルしたエリアは、すごくよい。 

子どもといっしょに行くと絵本のコーナーに行くので、その近

くに子育ての雑誌やチラシなどがあり、一緒でも利用できよく

なったと感じている。 

会長 興味があるから数字にもつながっているのではないか。 

図書館長 面出しの本はなくなっているが、そのエリアだけの貸出数を出

すのは難しい。 

委員 障がい者サービスの利用登録を永山図書館でしかしていなかっ

たが、全館でできるようになったことは、良かった。もっと早

くできてもよかった。 

委員 実施結果のあとに自己評価がかいてあるが、自己評価の文書は

ほぼ実施結果と一緒である。それはどうなのかと思った。 

① の実施結果に子どもたちが自ら本を探せるように分類等の

説明をわかりやすく掲示したというところはとても大事で

あると思う。子どもが沢山来るようになった一方、日本語を

母語としない親に育てられた子もいると思う。子育てのとこ

ろにも例えば中国語でも案内を出すとかできれば、そのよう

な親子も楽しめるのではないか。 

どんな国の人にも入ってもらえる図書館になるとよい。 

障がい者サービスについてもよく取り組まれていると思う。 

図書館長 今回、まとめるにあったって、指摘のとおりであり、反省し

ている。「自己評価」どうしていくかが、いつも話題になる。

実績報告に基づき、自己評価をするほうがいいのではないかと

思っている。教育委員会でも評価をしているが、細かい資料を

渡したり、個別にヒアリングをして評価している。今後計画を

策定していく中で、評価の仕方も検討していきたい。 

会長 書き方に苦労しているのは、見受けられるが、いつもエビデ

ンスがない。 
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委員 図書館を知ってもらうためにいろいろな取り組みをしている

と思う。「お話の会」は「絵本の読み聞かせ」とは違うのかな

とか初心者の目線からだと疑問がある。具体的な取り組みが書

いてあるとわかりやすいと思う。 

図書館長 「ボードゲーム＆おりがみで遊ぼう」はパルテノンにオリー

ブができたことによってコラボしたイベントである。今後も発

展させていくといいと思う。 

副会長 評価項目＝目標、実施結果、自己評価は差異であると思う。

例えば、③の目標について、実施結果はたくさんイベントに参

加している。そこで評価として、普段図書館を利用していない

市民に利用していただくことができたとあるが、本当にそう

か？例えば、自分の参加した図書館カフェに参加していたのは、

図書館のヘビーユーザーであった。評価につながる実施結果を

とっていかないといけないだろう。 

同じイベントでも評価項目によって、視点が違う。 

図書館長 評価をまとめていくにあたって、これだけのイベントをやっ

ている中で、一つ一つを深堀するところまで、できていない。 

会長 事業の数は非常にたくさんやっている。事業を実施すること

自体が目標なのか、実施したことによる効果を見るのかという

こと、つまり結果は目論見通りにいったのかというところが重

要である。 

「ほんともスタンプラリー」はどこをまわったのか。 

図書館長 「ほんともスタンプラリー」は各館をまわっている、対象は

だれでもよい。スタンプラリーの用紙のＱＲコードを読むとク

イズができたりする。東寺方図書館などは、普段子どもの利用

が少ないが、その時は来館が多かった。カードは実際に用意し

ていた数では足らなくなってしまった。 

副会長 普段いっているところ以外にいったのかどうかがわかるよう

な工夫をしてもよかったのではないか。 

図書館長  今回は何回いったかとかではなく、図書館に行ってもらって、

そこで本を借りてもらってということで今回の手法をとった。 

委員 限られた人でこれだけのイベントをするのは、大変だと思う。

これからもやってほしいというのも評価になるか。精一杯のと

ころでやられたのではないかと思う。 

会長 表現だけでいえば、これまで登録のなかった人から障がい者サ

ービスの登録があったということは、成果である。障がい者サ

ービスの充実ができた。デイジー図書も永山図書館でしか受付
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していなかったのが障がい者サービスの利用を全館で受け付け

ることができた。明らかに成果である。 

会長 「ハロウィンおはなし会」の来館者数は、富沢家の来館者数か？ 

図書館長 富沢家の中に中央図書館のＰＲの掲示と中央図書館ができた

らどんなことがしたいかというメッセージを書いてもらうボー

ドを置いた。そのメッセージの数である。いらした方の中には、

中央図書館ができることを知らなかったとか本館があることを

しらなかったというやりとりもあり、ＰＲになった。 

会長 基本目標（２）は 3項目が新規項目である。（③⑤⑥） 

図書館長 ④事前アンケート結果、「利用したい」という施設は多かっ

た。 

会長 事前アンケートは 16施設を対象としたのは、なぜか。 

図書館長 回答いただいた施設が 16施設である。全認可施設に照会した

が、何施設に実施したのかは確認する。 

副会長 アンケートの質問用紙もあるといい。 

委員 図書館の支援団体が増えることはよいことだと思う。続けて

ほしい。 

委員 おはなし会を今後も広くやっていこうというならば、今のま

まではちょっと厳しいのではないかと思う。意欲があっても人

手が足りない中でできないのではないか。ボランティアの組織

をちゃんとするか、図書館の人をきちんと配置するかしないと、

これ以上は無理ではないか。 

会長 図書館出張おはなし会を実施した。アンケートの結果、参加

者、施設、協力ボランティア団体のいずれからも好評であった。

とあるが、アンケート結果はあるのか。 

教職員向けに図書館の利用案内を配付した、自己評価にＰＲ

することができたとあるが、配っただけではないか。フィード

バックはあったのか。そういう表記が必要ではないか。学校図

書館への団体貸出数は数値としてでるのではないか。 

図書館長 アンケートは実施しており、実施結果に書き漏らしてしまっ

た。 

図書館が狙っているのは、一般教員である。ので、まず個々

の教員に案内を配付した。令和 3 年度から実施している。継続

実施である。 

事業計画が実施することを目標としているため、そのような書
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き方になった。何をもとめて実施しているかを念頭に実施すべ

きだった。 

副会長 ⑨利用案内を配付とある。配付が目標である。自己評価にＰ

Ｒできたではなく、配付できたでよかったのではないか。今後

の目標として、配付したということと効果があったら、書けば

よいのではないか。 

委員 電子書籍の児童向けの初級の多読本は利用があったのか？あ

まり認知されていないのではないか。 

図書館長 多読本の利用はある。数値として出すこともできる。 

 

副会長 自己評価は「・」になっているが、自己評価も①などと表記

したらどうか。 

新しく図書館ニュースを新たに発行し、配付した。この自己評

価の書き方はよいと思う。 

会長 ブックリストの改定の頻度は、1学年ごとに改定しているの

か。 

図書館長 ずっと改定できていなかったので、計画的に毎年度改定して

いる。経緯は確認し報告する。学校図書館司書の意見も聞いて

いる。計画通りに進んでいる。 

副会長 ⑦連携について、自己評価をみると着実な連携に向けての動

きができた。次に何をするか約束はあるのか。 

図書館長 次はブックリストを作成する。発達支援室の意見は聞く。 

副会長 継続的な連携をするのがいいのではないか。そのあたりの経

緯を書いてあるといいのではないか。 

図書館長 ひまわり教室の保護者に図書館の案内を直接できたらいいの

ではないかとやりとりがあり、保護者会に参加することができ

た。 

副会長 今後のことを評価にいれたらいいと思う。 

会長 報告１ 多摩市立中央図書館の開館について説明をお願いす

る。 

図書館長 資料 2-2多摩市立中央図書館の開館についてである。7月 1

日に中央図書館が開館し、利用状況などをまとめた。1開館後の

利用状況は、7月 1日から 19日までをまとめたものである。6

日は休館日となっている。（１）来館者数は 88,845人である。

今まで来館者数は数値として取っていなかったが、中央図書館

では数値を取ることができるのでグラフで表示した。開館 2日

間は 11,000人の来館者があった。その後の土日祝日は 6,000人
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くらいである。平日に関しては、平均 3,000人である。土日の

推移を見ていくと、少しずつ減っている。（２）貸出者数は 14,972

人である。こちらもグラフを見ていただくと 1日・2日は来館者

数の約 1割の貸出者数である。それ以降の日は来館者数の 1割

から 2割の貸出者数である。この数値が来館者に対して高いの

か低いのかはわからないが資料の貸出だけでなく、席の利用目

的の方も非常に多い。貸出に関しては、セルフ貸出機を導入し

ており、関戸図書館と永山図書館にも既に導入しているので混

乱なくスムーズに貸出されており、予約本の受け取りもできて

いる。（3）貸出冊数は 37,385冊であり、本館の時と比べると

約 2倍の増加となっている。（４）新規利用登録者数は 3,064

人であり、これまでに 3,000人の新規登録があり、全館で 5,861

人とかなりの新規登録が多く、職員の手によって登録をしてい

るのでカウンターに列ができるといった状態である。徐々に落

ち着いてきている。傾向としては、2年以上貸出実績がなかった

り、有効期限が切れていたりしていて、久しぶりに図書館に来

たという方たちが多くみられる。継続的に図書館を使っていた

だくというところが重要だと思う。２開館式典は 7月 1日に実

施をしみなさんにも出席いただいた。３開館記念イベントは 7

月 19日までに実施したものである。図書館主催のイベントで講

演会を４つ実施した。定員に対して申し込みが多く、抽選を行

ったが、キャンセルや当日いらっしゃらない方もいたので参加

人数はお示しした通りである。次に展示であるが、「歌川広重」

の展示は非常に好評で初日と 2日は 800人から 900人の来場が

あった。期間中の合計としては 3,362人である。また、ステッ

ププラザに本の展示をし貸出もできる状況にしているが、そこ

で本を読んでいただいたり、雑談をしたりといった使い方をし

ていただいている。（２）各イベントの詳細は①開館直前イベ

ントで辻村さんのトークイベントでした。トークイベントなの

で、わたくしの方から質問をして回答いただくといった内容で

ある。小学生から中学生までの参加者 4名に直接質問をしても

らうというコーナーを設け、参加した子どもたちも非常に感激

をしていた。②開館記念講演は柳田さんに基調講演を行っても

らった。こちらでは、子どもの時からの絵本との触れあいが非

常に重要だというおはなしが中心であった。③開館記念講演は

気象予報士の方に講演をしていただき、講義を受けて、そのあ

と公園で野外活動をするというものでこの図書館の立地に合わ
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せた講演ができた。④「ことばで遊ぶ、ことばを愉しむ」は年

配の参加者が多かったがそれぞれ回文を作るということでワー

クショップ的な内容もあり、非常に楽しんで講演を受けている

感じであった。⑤歌川広重の講演についてもアンケートでは非

常に満足といったお声をいただいている。その他連携イベント

については 7ページである。市民のみなさんからはイベントア

イデアを募集して図書館といっしょに実現しようということで

イベント募集をしており、そのイベントは今後 7月８月も実施

し終了したものもある。このあともさらにイベントがあり、図

書館開館 50周年イベントを 10月から 12月で行う。 

会長 来館者数の予想はどうか。 

図書館長 非常に多くの方に来館していただいている。 

会長 1年間開館すれば、100万人いくのではないか。 

市民の感想はどうか。 

図書館長 過ごしやすいといわれている。いろいろな場所に幅広い層の

方が自由に本を読んでいるという姿が印象深い。 

若い人が勉強する場がなかったんだなと思った。 

委員 図書館が若い人の居場所になるというのは、いいと思う。 

いろんな場所に幅広い層の方が自由座っているというが、お年 

寄りが階段などに座っているのは、好き好んで座っているので 

はなく、若い人が椅子に座っていて椅子がないから、階段に座 

っているのかもしれない。 

1階の書棚がくらいという声を聴く。光が当たっていないところ

では字が見えない。 

車いすのひとは通りにくのではと思うところがある。 

おはなしの部屋は外が丸見えで不評である。スクリーンを下げ

ても外が見えて気が散る。よく考えられていないと思う。 

子どもの本のコーナーで、本の場所を示すのに大人なら「あ行」 

とか「か行」とか書けばいい所だが、子どもなのでひらがなで 

「あぎょう」とか「かぎょう」とあるが、全部同じ大きさと同

じ色の字で書かれているので、何のことかわかりにくい。子ど

もの本に限らず、本がどこにあるかがわかりにくい。遠くから

でもわかるようにするとよい。パンフレットを見ても、どこに

なにがあるか、番号が書いていないのでわかりにくい。 

図書館長 照度は足りている。 

ある程度使用いただければ、慣れていくのではないかと思う。 

様子を見ながら、表示は足している。表示ばかりにはしたくな
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い。 

パンフレットなどで、書架の配置がわかるようにしていくべき

だとは思う。 

現在模索中である。 

すべては難しいが反映できるようにしていきたい。 

利用者の声を聴く箱は設けている。フィードバックは返して

ほしい人は市政への意見に書いていただいている。回答を求め

ない方は図書館独自の様式に記入いただいている。 

会長 できるのであれば、回答を掲示するのもいいかもしれない。

（可視化する） 

会長 すべての議事は終了した。 

本日の第２回定例会は終了する。 

  

 


